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マトリックスの種類 
【技術名称】２－１－２－１－１ マトリックスの種類 
 
【技術内容】 
 FAB と MALDI では、測定試料とマトリックスを混合してイオン化を行う（イオン化の詳細はそれ

ぞれ１－２－４－２－１、１－２－５－１－１を参照）。 
 マトリックスの役割は、照射されたレーザーの光エネルギーを吸収しマトリックス自身がイオン化

を起こして試料分子との間でプロトンや電子などを受け渡すというものである（下図参照）。マトリッ

クスは種類によって固有の光エネルギー吸収帯があるので、照射するレーザーによって使用するマト

リックスも異なる。 
 
【図】MALDI によるイオン化の概略 

 
出典：「Part1 2 章 MALDI-TOF-MS」、ポストゲノム・マススペクトロメトリー、2003 年 7 月 15 日、

ブルカー・ダルトニクス株式会社 工藤寿治、韮澤崇、弦巻誠一郎著、丹羽利充編、株式会社化学同

人発行、22 頁 図 2 MALDI によるイオン化の概略 
 
マトリックスは光エネルギーの吸収以外にも、試料分子を分子レベルで均一に分散させる分散剤と

しての役割も持つ。そのため、測定する物質の違い（タンパク質、核酸、糖類、脂質など）によって

もマトリックスを選択することが重要である。現在、MALDI のマトリックスとして用いられている

化合物は数多くある。以下に主なマトリックスと化学構造式の例を示した。 
 
【表】MALDI に用いるおもなマトリックスと目的試料 
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出典：「Part1 2 章 MALDI-TOF-MS」、ポストゲノム・マススペクトロメトリー、2003 年 7 月 15 日、

ブルカー・ダルトニクス株式会社 工藤寿治、韮澤崇、弦巻誠一郎著、丹羽利充編、株式会社化学同

人発行、23 頁、表 1 おもなマトリックスと目的試料 
 
【表】マトリックスの構造式 

 
出典：本標準技術集のために作成 
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